
（単位：千円）

△ 44,846,595

△ 49,710,338

192,283

9,059

△ 6,246,284

△ 16,986,376

△ 908,367,488

△ 97,279,258

積　　立　　基　　金　　計

10,008,000

△ 461,686

1,124,032

△ 21,141,030

23

10

41

△ 3,529,981

（単位：円）

　乳用牛購入資金貸付基金

　肉用牛購入資金貸付基金

　出産資金貸付基金

　高額療養費貸付基金

　土地開発基金

　一般旅券発給等事務証紙購入基金

定　額　運　用　基　金　計

償　還　金

1,066,151 2,621,262

5,200 80,487

29,796

合　　　　　　　　　　　計 △ 1,844,227,629

△ 3,000,000

0 10,008,000

基　　金　　名

　感染症金融対策基金

　奨学金返還支援基金

　森林環境譲与税基金

　担い手確保育成基金

　浄化槽整備推進事業基金

　公共下水道事業基金

　農業集落排水事業基金

　中山間地域活性化推進基金

　介護給付費準備基金

　国民健康保険基金

　子ども医療費助成基金

　地域福祉基金

　教育文化基金

　青少年国際交流育英基金

　矢田ダム関連地域振興基金

　病院統合整備基金

9,000,000 9,000,000  うち貸付額  6,141,098円0

3月末現在高

21,297,674

685,017

213,432

678,830,126 675,830,126

21,234,502,948 19,390,275,319

32,5143,091

R2.4.1～R3.3.31
前年度末現在高

22,852,785

760,304

243,228

35,605

借　入　金

2,353,103

3,441,877

会　　計　　名

特　　別　　会　　計 0

会　　計　　名 3月末現在高

一　　般　　会　　計 1,997,086,524

合　　　　計 29,686,902

　病院事業特別会計

　上水道特別会計

　一般会計

　農業集落排水特別会計

　公共下水道特別会計

　浄化槽施設特別会計

2,160,682

3,276,428

27,665,747

35,000 227,421

54,700 220,149

1,161,051 3,182,206

90,000,000 90,000,000  うち貸付額 34,532,000円

5,000,000 5,000,000  うち貸付額     25,000円

3,000,000 0  うち貸付額          0円

0

△ 3,000,000

0

1,200,000 1,200,000  うち貸付額    389,200円

570,630,126 570,630,126  うち貸付額 　 　　　0円0

0

20,555,672,822 18,714,445,193△ 1,841,227,629

46,530,500

177,862,180

8,923,562 10,047,594

79,631,129 79,169,443

2,077,692 2,077,702

4,805,194 4,805,217

199,003,210

488,262,323 415,086,028

3,831,907 301,926

8,396,014 8,396,055

△ 73,176,295

3,042,074,245 2,944,794,987

521,794,169 476,947,574

177,181,862 160,195,486

59,622,972 59,815,255

890,825,009 841,114,671

16,137,407 9,891,123

17,002,514 17,011,573

495,751,608 542,282,108

339,016,206 420,733,923

5,793,836,889 4,885,469,401

　地域振興基金

　ふるさと応援基金

6,625,356,516 5,864,547,369

1,782,142,394 1,783,887,578　減債基金

　財政調整基金

1,745,184

△ 760,809,147

　公共施設整備基金

81,717,717

（単位：円）

R2.9.30現在高 R3.3.31現在高 備　　考増減額

基金の状況

市債は、公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要とする場合に県の同意を得て借り入れる長期の借入金のことです。一度に
多額の出費を必要とする事業の財源確保を図るとともに、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、市の財政負担を平
準化し、世代間の住民負担を公平にするという役割も果たしています。主な事業としては、道路、学校などの公共施設の建設事業や、突
発的に発生した災害の復旧事業などがあげられます。

会計別の地方債残高は下表のとおりです。

一時借入金は、地方自治体の支払い資金の不足を臨時に賄うために、その年度内に償還する条件で借り入れる借入金のことです。

基金には、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの（積立基金）と、特定の目的のために定額の資金を運用するもの
（定額運用基金）があります。豊後大野市が設置している基金、現在高は下表のとおりです。

地方債残高の状況

一時借入金の状況


